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歩行者が四季を通して楽しめるよ
う、多種多様な樹種によるみどり空
間を創出

□

地区内の広場や隣接する区立六木公
園、更には近隣の公園へと、街路樹
で繋がる連続した緑によるみどりの
ネットワークで連携

□

花畑川沿いの散策路、葛西用水親水
水路との連携を促すよう、地区の北
東から北西まで連続した広場を整備
し、みどりのネットワークを形成

□

地区中央の区道沿いは、歩道の街路
樹によるみどり景観を補うよう、沿
道緑化を拡充し、バス停利用者や歩
行者が快適に過ごせる空間を創出

□

東、西街区の地区内通路沿いは、地
区を特長づける既存樹木と新植する
樹木による緑化に務める

□

既存樹木をできる限り保全すること
ができる位置に広場を配置

□

地区の南東にある広場は、既存のサ
クラを保全し、活用する広場として
整備

□

地区内にあるその他のサクラについ
ても、住棟配置上支障のないものに
ついてはできる限り保全活用に務め
る

□

地区の南西にある広場は既存のイ
チョウを保全し、活用する広場とし
て整備

□

南西にある広場東側から北に伸びる
地区内通路沿いや南東に伸びる区道
沿いのイチョウも保全し、沿道緑化
に務め、その他の地区内通路沿いの
イチョウの一部についても保全活用
に務める

□

地区の北東部の緑地帯に植樹されて
いる地域を特長づける多種多様な既
存樹木はできる限り保全活用に務め
る
〈サクラ・ヒマラヤスギ・ハナミズ
キ・モッコク・ケヤキなど〉

□

地区内のその他の場所に植樹されて
いる多種多様な既存樹木もできる限
り保全活用に務める
〈モミジ・ツツジ・ハナミズキ・ケ
ヤキ・カロリナポプラ・ヒマラヤス
ギ・カイヅカイブキ〉

□
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地域を特長づける既存樹木のうち、
良好な樹木を保全した上で、それら
を補って新植する樹木の樹種に配慮
し、四季を楽しめるみどり豊かな空
間を創出

□

地域を特長づける既存樹木の保全に
ついて、足立区所管部署と立会を行
い、樹木の健康状態や建設工事の影
響を踏まえて協議決定する

□

地域交流や多世代交流できる地域の
ための憩いの場となるよう、地区の
外周に面する位置に整備

□

外周道路、地区内通路沿いにバラン
スよく分散して配置し、人々がス
ムーズに行き交うことができるよう
に整備

□

災害時に避難場所として活用できる
十分なスペースを確保した広場を整
備

□

広場を設置する位置や現状の特性を
活かし、それぞれ特長のある広場と
なるよう整備

□

地区の北東から北西まで連なる『み
どりのプロムナード』としてゆっく
り散策できる場所となるよう整備

□

多種多様な既存樹木を活用しつつ、
新たに新植する樹木は四季を通して
楽しめるような樹種を選定した、み
どり豊かな景観を形成

□

人々が木漏れ日を感じながら散歩で
きる快適な遊歩道を整備

□

遊歩道沿いには、木陰スペースで休
息できるような適所にベンチを配置
し、人々がくつろいで過ごせる場所
となるよう整備

□

『みどりのプロムナード』北西にあ
るバス停付近の歩道沿いに、バス利
用者や道行く人々が休憩できるよ
う、腰掛けられるスペースを整備

□

地域に親しまれているサクラをでき
る限り保全活用した上で、それを補
うようサクラを新植した『サクラの
広場』として整備

□

現状の広場の位置から地区コーナー
まで広場の一部を拡張することで、
より地域に開かれた、多世代が交流
できる地域の拠点となるよう整備

□
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災害時には隣接する区立中川北小学
校と一体的な避難場所として活用で
きる十分な空間を確保する

□

地区内通路からつながる既存のイ
チョウをできる限り保全活用した
『イチョウの広場』として整備

□

隣接する区立六木公園との連携を意
識した歩行者動線となるように緑道
と入口を配置する

□

区立六木公園と行き来しながら、地
域の活動や子供たちが遊べる場所と
なるよう整備

□

地区内の広場と広場・地区周辺の区
立公園、公益施設、商業施設、住宅
地などをつなげ、地域のコミュニ
ティを広げる歩行者ネットワークを
形成

□

散策路の整備が進められている花畑
川、葛西用水親水水路沿いの遊歩道
といった地域資源の連携を深める歩
行者ネットワークを形成

□

主要な歩行者ネットワークには、歩
道や歩道上空地の整備により、歩車
道を分離する

□

地区中央の区道沿いのバス停付近及
び、中川北小学校の通学路に指定さ
れているその南側の交差点付近は、
バス停利用者や学童等の歩行者の安
全に配慮し、歩道上空地を広く確保
して人だまり空間を設ける

□

主要な歩行者ネットワーク沿いに
は、見通しを確保したコーナー部分
の設えや樹種の選定、適切な照明配
置、幅員の確保等、安心安全な歩行
者空間となるよう整備

□

周辺地域への圧迫感を緩和するた
め、道路や主たる地区内通路から建
物の壁面位置を後退させる。特に北
側地区は緩衝帯として広場を配置し
後退距離を大きくする

□

壁面後退により生まれた空間を活用
して、厚みのある沿道緑化を行い、
みどり豊かな歩行者空間を形成する

□

地区の北側及び、南西、南東のコー
ナーに広場を配置することにより、
開放感のあるオープンスペースを創
出する

□

オープンスペースや住棟間の距離を
十分に確保した建物配置とすること
で、周辺地域と調和のとれたゆとり
ある景観を形成する
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北側から南側へ、中央から東西へ建
物高さを低くしたスカイラインにす
ることで、周辺地域から変化が感じ
られる景観を形成

□
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高齢者や障がい者を含めたすべての
人に配慮した思いやりのある誰もが
使いやすいデザインの設えとする

□

駐車場等の屋外施設は、道路や広場
からの見え方及び防犯に配慮

□

駐車場は、生垣、植栽桝で死角をつ
くらないように計画

□

駐輪場は、足元に低木を設けて緑化 □

ごみ置き場は、緑化による目隠しや
建物と一体感のあるデザインとする
等景観に配慮

□

屋外灯は、必要な照度が確保できる
ようバランス良く配置

□

案内板等サインは、景観に変化を与
えるポイント的なデザインとすると
ともに、周囲の建物との調和に配慮

□

みどりのネットワーク沿いにおいて
は、ベンチ等を適宜設置し、休憩空
間の形成に配慮するとともに、特長
的な樹木には樹名板の設置を検討す
る等、親しまれる空間づくりを目指
す

□

通路や歩道上空地に用いる舗装素材
はアスファルト素材とし、透水性の
あるものを採用する等環境に配慮

□

街角や車両の出入り口はその場の視
認性を高める工夫を行う

□

ユニバーサルデザインに配慮した舗
装素材とする

□

屋
外
広
告
物

原則として屋外広告物を設置しな
い。案内板等は形態、規模、色彩、
光源等に配慮

□

雨水流失を抑制するため、足立区雨
水流出抑制施設設置基準に基づき雨
水浸透施設や雨水貯留施設を設置す
るとともに、透水性舗装の採用や敷
地内を極力緑化する等、自然環境を
保全、再生する取組みに務める

□

建築物全体として省エネルギー化の
推進や自然エネルギーの活用等に配
慮

□

コンクリートの再生砕石の利用な
ど、リサイクル材の活用や廃棄物の
削減に配慮
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住棟には、防災備蓄倉庫を１階だけ
でなく上層階にも設置し、地震時だ
けでなく水害時にも備える

□

本地区の色彩は「足立区景観計画に
おける色彩基準」に基づき、色彩調
和の取れた秩序ある景観を目指す

□

都営住宅は色彩基準Ⅱに該当し、延
べ床面積1,000㎡未満の建築物は色
彩基準Ⅰに該当する

□

ベースカラーは、0YR～4.9YR（黄
赤）系の高明度・低彩度のベージュ
色とする

□

サブベースカラーは、0YR～4.9YR
（黄赤）系の中明度・中彩度とする

□

エントランスや低層部において、サ
イン計画の一つとしてアクセントカ
ラーを使用する場合は、サブベース
カラーより高明度、高彩色の色相と
する

□

アクセントカラーは、建物のエント
ランスや低層部、街角等でアイス
トップとなる部分、工作物等に効果
的に用いる

□
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（注）太枠内のみ記入すること。
　　　なお、ここに記載がない事項についてはガイドラインに沿って十分配慮すること。
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